
 

常盤の松 
思いっきりできた、 

富中スポフェス２０２０！ 
 雨天で延期となりましたが、９月２８日（月）はとても

清々しく、秋らしい、スポーツをするには絶好の天気に恵

まれました。予定通り、８時４５分に開会式を行い、競技

が始まりました。 

 例年行っていた運動会が市内全校で実施できず、それに

代わる行事を縮小したり工夫したりして行うことになりま

した。本校では生徒会が主体となり、実施種目、内容、具

体的な運営方法まで取り決め、従来から様変わりをして実施することになりました。その名も「富中スポー

ツフェスティバル２０２０」です。団対抗ではなく、学級対抗とした点も工夫の一つです。６月から段階的

に登校が始まり、感染防止や授業時数を確保するために、例年行っていた行事をことごとく中止せざるを得

ませんでした。 

 ようやく感染防止策を十分に行った上で、縮小しながらできることを行うようになりました。そこで、学

級のまとまりや団結を図り、学級内の生徒同士が互いを理解し合う場として、「富中スポーツフェスティバ

ル２０２０」を行うことが確認されました。つまり、団対抗ではなく、学級対抗としました。学級対抗にす

ることで、目標設定や事前の準備、話し合いや練習もやりやすく、全体の士気も盛り上げることができまし

た。 

最初の競技は「ドッヂビー」です。このような競技があることを知りませんでしたが、布製で柔らかく、

当たっても安全なディスクを投げるドッヂボールのような競技です。生徒たちは和気藹々な雰囲気で、とて

も朗らかで楽しんでいる様子が見られました。 

次の種目は「クラスパフォーマンス」です。学級ごとにそれまで練習してきた演技や歌、ダンスなどを交

えた学級の「出しもの」です。揃える場面ではビシッと揃え、見栄えがしたり、ユーモアを交えたりと、学

級の「色」が出ていて、見ていてとても楽しませてもらいました。 

つづいて「長縄跳び」です。学級全体で一斉に跳ぶので

はなく、密になることを避け、一人ずつ跳びます。８分間

に何回跳べるかを競います。多い学級は５００回を超えて

いました。これも練習が大切です。 

最後は「全員リレー」です。学級の全員が２００ｍトラ

ックの半周を走り、バトンを繋ぎます。どうしても学年差

があるので、学年ごとに行いました。やはり、どの学年も

抜きつ抜かれつの見ていて興奮するような展開で、特に走

ることが得意な生徒には注目が集まりました。 
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目指す生徒像 （１）心美しい生徒 （２）自ら考え学ぶ生徒 （３）粘り強くがんばる生徒 



学級対抗だったため、６つの集団が競い合うことから、一目で学級名がわかるようにと、学級ごとに色を

決め、ハチマキだけでなく、その色に合わせたビブスを全員が常に着用するようにしました。これは大正解

でした。遠くからもよくわかるのに加え、６色が秋晴れの空によく映えました。それに合わせた学級の旗も

学級ごとに工夫して作製し、そよ風に棚引いていたのが印象的でした。生徒たち、特に３年生にとっても思

い出に残る一日になったことと思います。 

 

「掃除ひとつできない人間は、 
何をやってもできない！」 

～松下幸之助さんの言葉より～ 

 １０月５日（月）、学校朝礼でこの言葉を紹介しました。最近会社や企

業でも始業前に掃除をしているところが増えているようです。もちろん、

きれいな環境の方が仕事も捗り、気持ちもよいです。来客も気持ちよく過

ごすことができ、会社も好印象になると思います。 

 この日に生徒に話したことは、日々の１５分間の掃除の時間を大切にし

ようということです。「富中生活心得」の一つに、「場を清める」があり

ます。学校生活の中に掃除の時間があるのは、ただ単にきれいにするだけではないからです。たかが１５分、

されど１５分。富中の伝統的な掃除は、今も続けています。黙って、気づいたことに時間いっぱい取り組むと

いうことです。 

 黙って掃除に取り組むことで、一人になれます。今日一日を振り返ることができます。そして様々なことに

気づくことができます。掃除をしながら気づいたことがあれば、自分がどうすべきかを考え、実行すればよい

のです。小さな事でもよいと思います。その積み重ねができるのが毎日の掃除です。つまり、それまでの自分

から新たな自分に一歩進むことができます。掃除をすることで新たな自分に成長できます。「掃除ひとつでき

ない人間は、何をやってもできない」とは、その場で自分を振り返ることができるかどうかだと思います。自

分を改めて見つめ、その後の行動につなげることが大切だと思います。 

初めての「校外学習」 
～１年生富岡製糸場見学～ 

 １０月６日（火）、１年生が富岡製糸場学習に出かけました。製糸場ま

で徒歩で５分程の距離にあるという立地条件に恵まれているので、時間を

有効に使うことができました。現地で４つの班に分かれ、それぞれにガイ

ドさんが付いてくれました。事前学習で調べたことを現地で確認するとともに、より詳細な説明を聞き、しっ

かりとメモを取っていました。 

新人戦の結果 

・女子バスケットボール 優勝 県大会出場   

・男子ハンドボール １回戦惜敗 県大会出場 

・軟式野球 １回戦惜敗  ・バレーボール ３位 

・男子ソフトテニス  

団体 準優勝  個人 矢口・長沼組 ベスト８   

日野原・本田組 ベスト８ 宮本・宮下組 ３回戦惜敗 今井・西宮組 ２回戦惜敗 

・女子ソフトテニス  

団体 ３位   個人 和田・松本組 ３位 県大会出場  三宅・木内組 ２回戦惜敗 

         月田・茂木組 ２回戦惜敗 


